
・地域情報を発信する

「昭和 PR☆プロジェ

クト」の設立 

『昭和未来会議』とは？・・・人口約 6,300人のうち、日本人の高齢化率約 43％、 

外国人人口比率約 40％の知立市昭和地区において、地域の住みよさ、魅力を高め、 

さらに良い地域にしていくための「語り合いの場」。 

 

★平成 28 年 6 月にスタートした昭和未来会議の主な流れ 

 

昭和地区の総合的な現状把握 ⇒ ★課題抽出・共有 

      

昭和のみんなが共通で目指す「みんなの理想の未来」 

   昭和未来会議のコンセプト 

   （１）皆が安心して暮らせる、住みやすい昭和にすること！ 

   （２）若者が活躍でき、魅力ある昭和にすること！ 

 

 

共通の理想の未来に向けたアクションの検討 

Ⅰ.イベント Ⅱ.日常の交流の場 Ⅲ.支援が必要な人への対策 

Ⅳ．地域の魅力の PR 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜昭和未来会議アクションプロジェクト＞ 

・楽しい防災イベント

「昭和☆まもりん

ピック」の開催 

・日常的な交流の場と

して「もやいこ農園」

を開設 

・高齢者等への支援を 

検討する「昭和ケア会 

議」の設置 

交流の場 

＜昭和未来会議＞ 
①：地域情報の共有と昭和の方向性検討 

②：アクションプロジェクトの情報共有と実

施協力 

③：①②を通じた仲間づくり既存活動充実 

 

オブザーバー 

知立市有識者 

行   政 

アドバイザー 

 

順次開催 

イベント 

●理想の実現に向けて様々

なアイディアがあげられ、

意見の多かった４分野に

整理して検討が続き、実際

にアクションが生まれて

いきました。 

地域共生社会の実現に向けて～昭和未来会議～ 

・音楽を通じた日常的

な交流の場「昭和☆み

んなの音楽室♪」開催 

★昭和未来会議の体系図・概要 

交流の場 

●まず、現状課題を共有した

上で、昭和の理想の未来に

ついて話合いました。 

●それぞれの立場や多様な

考え方に応じた様々な意

見があげられえました。 

●その中から、みんなが共通

で考える「２つの理想の未

来」が導き出されました。 

・認知症への理解を広

める「昭和☆認知笑劇

団」の設立 

随時開催の全体会 

支援対策 

（例）・昭和各町内会、自治会 ・おやじの会 ・老人クラブ ・高齢者サロン 

・U.Sせせらぎの会 ・グランドゴルフ協会 ・公園愛護会 ・昭和まちづくりの会 

・もやいこハウス利用団体 ・子ども会 ・地域活動クラブ ・民生委員 ・住民有志 

 

魅力の PR 

支援対策 



≪地域のつながり作りのための防災オリンピック≫

防災をテーマにした運動会/名古屋グランパスとのサ
ッカー交流/多国籍炊き出し訓練/防災講座、警察、
消防、自衛隊ブース/肝試し、体育館での宿泊 等

昭和☆まもりんピック

≪畑を使った日常的な交流の場の創出≫

外国野菜の植え付け/農作業・収穫を通した
住民交流と文化理解/栽培した野菜等をつか
った料理交流会

もやいこ農園

≪演劇を通じて認知症への理解を広める劇団≫

笑いある、楽しく、親しみやすい演劇/高齢福祉の専門職も参加
し、適正な学びのあるシナリオ/関わる人のすべてが健康と笑顔
に/団員の広がりも地域のつながりづくりに寄与

昭和☆認知笑劇団

≪音楽を通じた多世代・多国籍交流≫
多国籍な講師による無料のギター教室/多様な音楽の紹介、
セッション/演奏会、オリジナル曲の作成/参加者同士の交流

昭和☆みんなの音楽室♪

昭和未来会議から派生した取り組み（アクションプロジェクト） 

 

≪支援を必要とする人たちへの支援創出会議≫

地域住民、専門職、事業者、行政が参加し、連携して議論/
高齢者、子育て世帯、障がい者、困窮者、外国人、あらゆる
要支援者についてテーマに

昭和ケア会議

昭和未来会議 

【問合せ】知立市福祉課 担当：佐藤 

Tel:0566-95-0118 Mail:fukusi@city.chiryu.lg.jp 

昭和 PRプロジェクト

Facebook 

Twitter:「昭和未来 tweet」 Instagram:「showamirai」 


